

















































































































































































































































いることから、摂政道香が夕食時に兼香邸を訪問して、幸徳井（賀茂）の朱雀方角凶とある占文と、その朱雀方角に上賀茂があることから、上賀茂の釡鳴を占の凶 結びつけたのは 一条兼香・道香親子の夕食時の話であることがわかる。二月二九日の地震について、上賀茂社 「日記」
⑾ には、 「未刻半過地震ニ而入夜小地震数十度」と記



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































り、権殿仮殿を建て、まず権殿神宝を仮殿 渡御し、権殿を修理した後に、権殿に本 仮遷宮をして、本殿鼠穴を修理の上、また本殿に正遷宮をするという決 が言い渡され 社司等も納得した。その結果、一一月二八日に権殿神宝渡御、一二月六日権殿修復完了、同八日に本宮を権殿に仮遷宮、本宮内陣 損害・新調目録作成後、同一八日に町奉行所に届出をして、一二月二一日に本殿修繕完了 二九日に内陣御帳帷新調織物の布完成（代銀一貫百拾八匁八歩五厘支払う） 、翌寛延三年一月二八日、本宮 正遷宮
が執行され、一件落着となった。すなわち、鼠害



































































































































































































































成稿後、 山本宗尚 「 『賀茂禰宜神主系図』 に見える事件簿 （３） 」 （ 『みたらしのうたかた』 一五・一六号平成二八年） を知りました。
社司補任の視点より、寛延四年不祥事事件として扱った貴重な論稿です。
　　
尚、本稿は京都大学ＳＰＩＲＴＴＳ二〇一七により助成を受けたものです。史料の閲覧・引用に際して、所蔵者賀茂別雷神
社様はじめ、お世話になりました京都大学防災研究所・理学部の関係諸先生方・研究員の皆様から、格別の御高配を賜りましたことを、ここに記して厚く御礼申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（ませ
　
くみこ
　
本学非常勤講師）
